
　

歳
出
は
、
行
政
の
目
的
別
に
分

類
す
る
見
方
と
、
経
費
の
性
質
別

に
分
類
す
る
見
方
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
た
場
合
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の
三

つ
は
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
任

意
に
削
減
で
き
な
い
「
義
務
的
経

費
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
、

１５
左
上
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
義

務
的
経
費
が
市
の
支
出
の
約　

％
５３

と
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
市
財
政
の
硬
直
化
の

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

平
成
７
年
度
以
降
の
義
務
的
経

費
の
推
移
は
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

　

人
件
費
は
、
職
員
の
給
料
・
手

当
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
経
費
で
す
。

　

年
度
ま
で
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で

１３推
移
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、　

年
度
か
ら
は
、
退

１４

職
者
の
不
補
充
や
給
料
・
手
当
の

削
減
な
ど
、
定
員
管
理
や
給
与
の

適
正
化（
８
ペ
ー
ジ「
行
政
改
革
」

参
照
）を
行
う
こ
と
に
よ
り
、大
き

く
減
少
し
ま
し
た
。

平成１５年度の各会計決算がまとまり、
現在市議会で審議されています。皆さ
んに納めていただいた税金などはどの
ように使われたのでしょうか。そのあ
らましについてお知らせします。
※決算の推移については、市ホームページ
（アドレスは本誌裏表紙に記載）に掲載して
います。

小樽市の

家計簿

　

今
回
は
、
市
の
歳
出（
支
出
）の
う
ち
義
務
的
経
費
と
い
わ
れ
る
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
平
成　

年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
下
の「
小
樽
市
の
家
計
簿
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１５

＜平成１５年度決算状況＞

　

削
れ
な
い
経
費

　

人
件
費
の
推
移

平成１６（２００４）年１０月　広報おたる　

義務的経費の推移

平成１５年度一般会計決算　歳出の構成

義
務
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年
度
の
ま
と
め

１５

�
一
般
会
計
決
算

　
　

年
度
一
般
会
計
の
収
入（
歳

１５
入
）・
支
出（
歳
出
）の
内
訳
は
下
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

収
入
の
総
額
は
、
6
5
6
億
9

9
3
2
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
、　

億
5
0
7
3
万
円
減
り

16

ま
し
た
（　

％
減
）。
一
方
、
支
出

２．５

の
総
額
は
6
5
6
億
5
4
7
5
万

円
で
、　

億
5
0
4
9
万
円
の
減

15

（　

％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

２．３

　

収
入
と
支
出
の
差
額
は
、
4
4

5
7
万
円
で
あ
り
、　

年
度
は
黒

１５

字
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
企
業
会
計
と
い
う
別
に
し
て

い
る
お
財
布
か
ら
８
億
円
を
借
り

入
れ
し
、
そ
の
中
の
下
水
道
事
業

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
を
減
ら
す

な
ど
を
し
た
結
果
で
あ
り
、
財
政

状
況
は
依
然
厳
し
い
状
態
で
す
。

一般会計の収入・支出の内訳

支支支支支支支支支支支
出出出出出出出出出出出
ががががががががががが

義義義義義義義義義義
務務務務務務務務務務
付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけ
らららららららららら
れれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるる
経経経経経経経経経経
費費費費費費費費費費

義
務
付
け
ら
れ
る
経
費

�
特
別
会
計
決
算

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
の
決
算
額

は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。
収

入
の
総
額
は
５
５
７
億
９
０
６
２

万
円
、
支
出
の
総
額
は
５
５
０
億

１
９
８
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�
企
業
会
計
決
算

　

企
業
会
計
に
つ
い
て
は
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。
収
益
的
収
支
と

資
本
的
収
支
の
総
収
入
額
は
２
７

６
億
１
３
０
９
万
円
、
総
支
出
額

は
３
１
５
億
７
６
２
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

�
年
度
末
現
在
高

　

市
債
・
債
務
負
担
行
為
・
市
有

財
産
の
全
会
計
を
合
わ
せ
た　

年
１５

度
末
の
残
高
に
つ
い
て
は
左
の
表

の
下
枠
内
の
と
お
り
で
す
。

　

市
債
は
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
も
の
、

債
務
負
担
行
為
は
来
年
度
以
降
支

払
い
が
確
定
し
て
い
る
も
の
、
基

金
は
貯
蓄
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

扶
助
費
は
、
生
活
保
護
費
・
医

療
助
成
な
ど
個
人
を
対
象
に
給
付

す
る
経
費
や
、
保
育
所
・
障
害
者

施
設
な
ど
福
祉
施
設
の
運
営
に
充

て
ら
れ
る
経
費
で
す
。
上
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
、
生
活
保
護
費
な
ど

の
増
に
伴
い
、
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。　

年
度
は
老
人
扶
助
費
の

１２

一
部
が
介
護
保
険
制
度
（
特
別
会

計
）
へ
移
行
し
た
た
め
減
少
し
ま

し
た
。

　
　

年
度
決
算
で
は
、
生
活
保
護

１５
費
が　

億
５
０
０
０
万
円
と
扶
助

８１

費
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
児
童
扶
養
手
当
は
、

こ
れ
ま
で
道
が
支
給
し
て
い
た
も

の
を　

年　

月
か
ら
市
が
支
給
す

１４

１２

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
市
債
な
ど
借
入
金

の
返
済
に
か
か
わ
る
経
費
で
す
。

　

公
債
費
（
市
債
の
借
り
換
え
と

一
時
借
入
金
の
利
息
支
払
い
を
除

く
）
の
推
移
を
み
る
と
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
建
設
事
業
に
伴
う
借

入
金
の
増
加
に
よ
り
、
元
利
償
還

額
（
返
済
金
）
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
右
の
グ
ラ
フ
は
、
一
般

会
計
の
ほ
か
、
特
別
会
計
と
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
元
利
償
還
額
の

推
移
で
す
。
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次
回
は
、
建
設
事
業
費
な
ど
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
財
政
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
財
政
課
�
�
４
１
１
１
内

線
２
３
１
〜
２
３
４
へ
ど
う
ぞ
。

　

扶
助
費
の
推
移

　

公
債
費
の
推
移

差引額支　出収　入�特別会計の決算状況�
ー２２億５４０２万円２２億５４０２万円港湾整備事業

４０万円５６１３万円５６５３万円青果物卸売市場事業
ー３９８３万円３９８３万円水産物卸売市場事業

５億１４４２万円１７４億９１４７万円１８０億５８９万円国民健康保険事業
ー１６６０万円１６６０万円交通災害共済事業
ー４７万円４７万円土地取得事業
ー８１８４万円８１８４万円駐車場事業

１３１２万円２２１億６７３５万円２２１億８０４７万円老人保健事業
１４万円１７億６１１１万円１７億６１２５万円住宅事業

ー１億６９７７万円１億６９７７万円簡易水道事業
ー３億４７４２万円３億４７４２万円中央通地区土地区画整理事業

２億４２７２万円１０２億６９１０万円１０５億１１８２万円介護保険事業
ー３億５３８４万円３億５３８４万円融雪施設設置資金貸付事業
ー１０８７万円１０８７万円物品調達

７億７０８０万円５５０億１９８２万円５５７億９０６２万円計

資本的収支収益的収支�企業会計の
決算状況� 支出額収入額支出額収入額
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万円
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万円

１１７億４３９６ 
万円
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２７億１５０７ 
万円

１１億６３４８ 
万円

３２億５８６８ 
万円

３４億２３０６ 
万円水道事業

４０億９６１７ 
万円

１９億７８５３ 
万円
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万円
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�年度末現在高（全会計分）�
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　　　 …１６９８億８９３６万円（うち、基金…３０億３７０２万円）
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主
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育
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築
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外
国
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致
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教
育
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コ
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ピ
ュ
ー
タ
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校
へ
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整
備
着
手
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補
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市
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祉
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開
催
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認
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サ
ー
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実
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ラ
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事
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実
施



　

歳
出
は
、
行
政
の
目
的
別
に
分

類
す
る
見
方
と
、
経
費
の
性
質
別

に
分
類
す
る
見
方
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
た
場
合
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の
三

つ
は
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
任

意
に
削
減
で
き
な
い
「
義
務
的
経

費
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
、

１５
左
上
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
義

務
的
経
費
が
市
の
支
出
の
約　

％
５３

と
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
市
財
政
の
硬
直
化
の

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

平
成
７
年
度
以
降
の
義
務
的
経

費
の
推
移
は
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

　

人
件
費
は
、
職
員
の
給
料
・
手

当
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
経
費
で
す
。

　

年
度
ま
で
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で

１３推
移
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、　

年
度
か
ら
は
、
退

１４

職
者
の
不
補
充
や
給
料
・
手
当
の

削
減
な
ど
、
定
員
管
理
や
給
与
の

適
正
化（
８
ペ
ー
ジ「
行
政
改
革
」

参
照
）を
行
う
こ
と
に
よ
り
、大
き

く
減
少
し
ま
し
た
。

平成１５年度の各会計決算がまとまり、
現在市議会で審議されています。皆さ
んに納めていただいた税金などはどの
ように使われたのでしょうか。そのあ
らましについてお知らせします。
※決算の推移については、市ホームページ
（アドレスは本誌裏表紙に記載）に掲載して
います。

小樽市の

家計簿

　

今
回
は
、
市
の
歳
出（
支
出
）の
う
ち
義
務
的
経
費
と
い
わ
れ
る
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
平
成　

年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
下
の「
小
樽
市
の
家
計
簿
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１５

＜平成１５年度決算状況＞

　

削
れ
な
い
経
費

　

人
件
費
の
推
移

平成１６（２００４）年１０月　広報おたる　６

義務的経費の推移

平成１５年度一般会計決算　歳出の構成

義
務
的
経
費
（　

％
）

５３

３
４
６
・
７
億
円

�
収
入（
歳
入
）�

　

総
額
６
５
６
億
９
９
３
２
万
円

�
支
出（
歳
出
）�

　

総
額
６
５
６
億
５
４
７
５
万
円

　
　
　

年
度
の
ま
と
め

１５

�
一
般
会
計
決
算

　
　

年
度
一
般
会
計
の
収
入（
歳

１５
入
）・
支
出（
歳
出
）の
内
訳
は
下
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

収
入
の
総
額
は
、
6
5
6
億
9

9
3
2
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
、　

億
5
0
7
3
万
円
減
り

16

ま
し
た
（　

％
減
）。
一
方
、
支
出

２．５

の
総
額
は
6
5
6
億
5
4
7
5
万

円
で
、　

億
5
0
4
9
万
円
の
減

15

（　

％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

２．３

　

収
入
と
支
出
の
差
額
は
、
4
4

5
7
万
円
で
あ
り
、　

年
度
は
黒

１５

字
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
企
業
会
計
と
い
う
別
に
し
て

い
る
お
財
布
か
ら
８
億
円
を
借
り

入
れ
し
、
そ
の
中
の
下
水
道
事
業

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
を
減
ら
す

な
ど
を
し
た
結
果
で
あ
り
、
財
政

状
況
は
依
然
厳
し
い
状
態
で
す
。

一般会計の収入・支出の内訳

支支支支支支支支支支支
出出出出出出出出出出出
ががががががががががが

義義義義義義義義義義
務務務務務務務務務務
付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけ
らららららららららら
れれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるる
経経経経経経経経経経
費費費費費費費費費費

義
務
付
け
ら
れ
る
経
費

�
特
別
会
計
決
算

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
の
決
算
額

は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。
収

入
の
総
額
は
５
５
７
億
９
０
６
２

万
円
、
支
出
の
総
額
は
５
５
０
億

１
９
８
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�
企
業
会
計
決
算

　

企
業
会
計
に
つ
い
て
は
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。
収
益
的
収
支
と

資
本
的
収
支
の
総
収
入
額
は
２
７

６
億
１
３
０
９
万
円
、
総
支
出
額

は
３
１
５
億
７
６
２
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

�
年
度
末
現
在
高

　

市
債
・
債
務
負
担
行
為
・
市
有

財
産
の
全
会
計
を
合
わ
せ
た　

年
１５

度
末
の
残
高
に
つ
い
て
は
左
の
表

の
下
枠
内
の
と
お
り
で
す
。

　

市
債
は
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
も
の
、

債
務
負
担
行
為
は
来
年
度
以
降
支

払
い
が
確
定
し
て
い
る
も
の
、
基

金
は
貯
蓄
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

扶
助
費
は
、
生
活
保
護
費
・
医

療
助
成
な
ど
個
人
を
対
象
に
給
付

す
る
経
費
や
、
保
育
所
・
障
害
者

施
設
な
ど
福
祉
施
設
の
運
営
に
充

て
ら
れ
る
経
費
で
す
。
上
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
、
生
活
保
護
費
な
ど

の
増
に
伴
い
、
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。　

年
度
は
老
人
扶
助
費
の

１２

一
部
が
介
護
保
険
制
度
（
特
別
会

計
）
へ
移
行
し
た
た
め
減
少
し
ま

し
た
。

　
　

年
度
決
算
で
は
、
生
活
保
護

１５
費
が　

億
５
０
０
０
万
円
と
扶
助

８１

費
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
児
童
扶
養
手
当
は
、

こ
れ
ま
で
道
が
支
給
し
て
い
た
も

の
を　

年　

月
か
ら
市
が
支
給
す

１４

１２

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
市
債
な
ど
借
入
金

の
返
済
に
か
か
わ
る
経
費
で
す
。

　

公
債
費
（
市
債
の
借
り
換
え
と

一
時
借
入
金
の
利
息
支
払
い
を
除

く
）
の
推
移
を
み
る
と
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
建
設
事
業
に
伴
う
借

入
金
の
増
加
に
よ
り
、
元
利
償
還

額
（
返
済
金
）
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
右
の
グ
ラ
フ
は
、
一
般

会
計
の
ほ
か
、
特
別
会
計
と
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
元
利
償
還
額
の

推
移
で
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

　

次
回
は
、
建
設
事
業
費
な
ど
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
財
政
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
財
政
課
�
�
４
１
１
１
内

線
２
３
１
〜
２
３
４
へ
ど
う
ぞ
。

　

扶
助
費
の
推
移

　

公
債
費
の
推
移

差引額支　出収　入�特別会計の決算状況�
ー２２億５４０２万円２２億５４０２万円港湾整備事業

４０万円５６１３万円５６５３万円青果物卸売市場事業
ー３９８３万円３９８３万円水産物卸売市場事業

５億１４４２万円１７４億９１４７万円１８０億５８９万円国民健康保険事業
ー１６６０万円１６６０万円交通災害共済事業
ー４７万円４７万円土地取得事業
ー８１８４万円８１８４万円駐車場事業

１３１２万円２２１億６７３５万円２２１億８０４７万円老人保健事業
１４万円１７億６１１１万円１７億６１２５万円住宅事業

ー１億６９７７万円１億６９７７万円簡易水道事業
ー３億４７４２万円３億４７４２万円中央通地区土地区画整理事業

２億４２７２万円１０２億６９１０万円１０５億１１８２万円介護保険事業
ー３億５３８４万円３億５３８４万円融雪施設設置資金貸付事業
ー１０８７万円１０８７万円物品調達

７億７０８０万円５５０億１９８２万円５５７億９０６２万円計

資本的収支収益的収支�企業会計の
決算状況� 支出額収入額支出額収入額

５０億３２５０ 
万円

４５億７６８３ 
万円

１１７億４３９６ 
万円

１１８億５５２３ 
万円病院事業

２７億１５０７ 
万円

１１億６３４８ 
万円

３２億５８６８ 
万円

３４億２３０６ 
万円水道事業

４０億９６１７ 
万円

１９億７８５３ 
万円

４３億８５６９ 
万円

４３億６７４１ 
万円下水道事業

２億５００  
万円ー１億３９１７ 

万円
２億４８５５ 

万円
産業廃棄物
等処分事業

１２０億４８７４ 
万円

７７億１８８４ 
万円

１９５億２７５０ 
万円

１９８億９４２５ 
万円計

�年度末現在高（全会計分）�
　 市債…１３７１億７４０４万円、債務負担行為…１５億５８７５万円
　 市有財産（道路、橋、企業会計分を除く）
　　　 …１６９８億８９３６万円（うち、基金…３０億３７０２万円）

公債費（元利償還額）の推移（全会計分）

扶助費の推移（内訳）

　平成１６（２００４）年１０月　広報おたる

　
　
　

年
度
に
行
っ
た　

１５

　
　
　
　
　
　

主
な
事
業

�
教
育
文
化

　

菁
園
中
学
校
校
舎
な
ど
の
増
改

築
、
語
学
指
導
な
ど
外
国
青
年
の

招
致
、
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
小
学
校
へ
の
整
備
着
手
、
全
国

中
学
校
体
操
競
技
・
新
体
操
選
手

権
大
会
へ
の
補
助

�
市
民
福
祉

　

北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
、
延
長
保
育
事
業
な
ど
の

拡
大
、
公
的
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
、
中
高
年
者
総
合
健
康
増
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
実
施



市
民
一
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
た
予
算
の
内
訳

�
生
活
環
境

　

勝
納
住
宅
２
号
棟
の
整
備
、
若

年
者
向
け
定
住
促
進
事
業
の
展
開
、

救
急
救
命
士
の
養
成

�
産
業
振
興

　

塩
谷
漁
港
関
連
道
の
整
備
、
祝

津
地
区
水
産
廃
棄
物
処
理
施
設
の

整
備
へ
の
補
助
、
地
場
産
業
振
興

事
業
の
展
開
、
小
樽
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制

作

�
都
市
基
盤

　

コ
ン
テ
ナ
航
路
関
連
施
設
の
整

備
、北
部
運
河
の
し
ゅ
ん
せ
つ（
土

砂
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
）、中
央

通
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完

了
、国
道
５
号
小
樽
駅
前（
山
側
）・

臨
港
線
電
線
共
同
溝
の
整
備

�
決
算
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
財
政
課
�
�
４
１
１
１
内

線
２
３
１
〜
２
３
４
へ
ど
う
ぞ
。

平成１６（２００４）年１０月　広報おたる　

�
交
通
安
全
課
と
消
費
生
活
課
を

統
合
し
、
生
活
安
全
課
と
し
た
ほ

か
、
２
課
・
４
係
を
統
合

�
病
院
の
統
合
新
築
に
向
け
、「
新

市
立
病
院
基
本
構
想
」を
策
定

�「
消
防
署
お
よ
び
職
員
の
適
正

配
置
計
画
」を
実
施

�
前
年
度
比
で
職
員　

人
を
削
減

５１

（
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

１３

１５

の
３
年
間
で
１
３
５
人
削
減
）

�
９
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
課
長

職
以
上
の
職
員
に
支
給
す
る
管
理

職
手
当
の
削
減
、市
長
・
助
役
な
ど

特
別
職
の
給
料
の
さ
ら
な
る
削
減

�
一
般
行
政
職
の
調
整
手
当
を
２

％
削
減

�
職
員
独
身
寮
跡
地
な
ど
を
売
却

し
、
遊
休
資
産
の
処
分
を
促
進

�
港
湾
引
き
船
業
務
の
民
間
委
託

�
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
削
減
を　
１０

年
度
以
降
、
継
続
し
て
実
施

�
さ
わ
や
か
運
河
健
診
な
ど
の
有

料
化

�
延
長
保
育
事
業
お
よ
び
産
休
明

け
保
育
事
業
の
拡
大
や
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業（
ゼ
ロ
歳
児
健
診

時
に
絵
本
を
配
布
）を
実
施

�
総
合
体
育
館
の
管
理
運
営
を
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
樽
体
育
協
会
に
全

面
委
託

★

★

★

★

★

★

　

新
行
政
改
革
実
施
計
画
（
第
２

次
改
訂
）
に
掲
げ
た　

の
実
施
項

４９

目
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
で　

項
４２

目
が
「
実
施
済
み
」
ま
た
は
「
一

部
実
施
済
み
」
と
な
り
、
実
施
率

は　

・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ

８５
の
財
政
効
果
は
、
累
積
で
約　

億
４４

５
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
、　

年
度
か
ら

１６

　

年
度
ま
で
の
３
年
間
を
実
施
期

１８間
と
す
る
新
行
政
改
革
実
施
計
画

（
第
３
次
改
訂
）に
よ
り
、
効
率
的

な
行
財
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

�
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
総
務
部
行
政
改
革
担

当
�
�
４
１
１
１
内
線
４
１
１
、  

�
�
１
４
８
７
へ
ど
う
ぞ
。

民生費
福祉などに

１３万４７３８円

　市では、新行政改革実施計画（第２次改訂）を策定し、平成１３年度から１５年度までの
３年間を実施期間として、行政改革に取り組んできました。
　今回は、この計画の最終年度である平成１５年度中に行った主な項目と、３年間の実績
についてお知らせします。

～行政改革の取り組み～

消防費など
消防・議会などに

８万３０５６円

商工費
商工業の振興などに

１万９８９３円

教育費
学校教育・生涯学習
などに

２万９１０１円

総務費
企画・選挙などに

３万２３９６円

衛生費
保健・ごみ処理などに

３万６５３０円

公債費
借入金の返済などに

５万３７４３円

土木費
道路・公園などに

６万１２３９円

公
共
施
設
の
管
理
運
営
な

ど
の
見
直
し

時
代
に
即
応
し
た
組
織
・

機
構
の
見
直
し

定
員
管
理
お
よ
び
給
与

な
ど
の
適
正
化

経
費
の
節
減
合
理
化
と

財
政
の
健
全
化

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率ののののののののののののののののののののよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政ををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててて効率のよい行政をめざして

※金額は、一般会計の決算額を１６年３月末の人口１４万５６７４人で割ったものです。

屋
根
が
飛
ん
だ
り
、
木
が
倒
れ
た

り
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
倒
木
に
よ

り
電
線
が
切
れ
る
な
ど
の
被
害
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
風
で
転

ん
だ
り
、
飛
ば
さ
れ
た
ベ
ニ
ヤ
板

に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
、
け
が
を

し
て　

人
の
方
が
救
急
車
で
運
ば

１１

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
台
風
は
、

物
的
・
人
的
被
害
と
も
「
風
台
風
」

の
特
徴
が
で
て
い
ま
す
。
強
風
時

に
火
事
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
市
内
で
は
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
で
な
か
っ
た
こ
と
が
不
幸
中

の
幸
い
で
し
た
。

関
係
機
関
の
対
策

　

市
で
は
８
日　

時
に
災
害
対
策

１１

本
部
を
設
置
し
、
関
係
機
関
と
と

も
に
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。
市

民
の
通
報
に
よ
り
、
消
防
な
ど
が

被
害
現
場
へ
出
動
し
、
被
害
の
確

認
と
必
要
に
応
じ
て
応
急
措
置
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風
災
害
の
も
う
一
つ

の
特
徴
は
、電
柱
が
倒
れ
た
り
、倒

木
が
電
線
を
切
っ
た
り
し
て
、
停

電
が
広
く
発
生
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
停
電
は
道
内
全
域
の　

市
町

２５

村
に
お
よ
び
、
小
樽
市
で
も
８
日

午
後
２
時
の
発
表
で
１
万
４
千
世

帯
が
停
電
し
ま
し
た
。
電
力
会
社

の
復
旧
工
事
に
よ
り
翌
日
朝
ま
で

に
は
千
世
帯
を
残
し
て
復
旧
し
た

も
の
の
、
ほ
ぼ
完
全
に
復
旧
す
る

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
、
電
力
会
社
に
は
も

ち
ろ
ん
、
市
役
所
、
報
道
機
関
に

も
停
電
に
関
す
る
情
報
を
求
め
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
問
い
合
わ
せ

と
苦
情
が
殺
到
し
ま
し
た
。
停
電

情
報
に
つ
い
て
は
、
広
報
車
合
計

　

台
に
よ
る
市
内
広
報
と
Ｆ
Ｍ
お

１０た
る
の
協
力
に
よ
り
災
害
情
報
の

放
送
を
行
い
ま
し
た
が
、
充
分
と

は
言
え
ず
市
民
へ
の
情
報
提
供
に

課
題
を
残
し
ま
し
た
。

自
ら
の
身
を
守
る
た
め
に

　

台
風
災
害
に
備
え
て
、
次
の
よ

う
な
こ
と
に
気
を
付
け
、
自
ら
の

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
台
風
が
来
る
前
に
】

�
ま
ず
は
、
台
風
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
普
段
か
ら
天

気
予
報
を
確
認
す
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

�
台
風
が
来
る
前
に
、
風
で
飛
ぶ

よ
う
な
も
の
が
家
の
周
り
に
無
い

か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

�
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
乾
電
池

な
ど
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
台
風
が
来
た
ら
】

�
外
に
出
な
い
こ
と
。
飛
散
し
た

ト
タ
ン
屋
根
や
看
板
、
倒
木
、
切

れ
た
電
線
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
安

全
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
海
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
。

�
窓
に
は
近
づ
か
な
い
。
割
れ
た

ガ
ラ
ス
で
け
が
を
し
ま
す
。

【
災
害
時
の
電
話
に
つ
い
て
】

�
緊
急
以
外
の
電

話
の
使
用
は
控
え

て
く
だ
さ
い
。

�
要
件
は
手
短
に

伝
え
る
こ
と
。

�
公
衆
電
話
は
停

電
に
な
る
と
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
が
使

え
な
く
な
り
ま
す
。

硬
貨
の
み
使
用
で

き
ま
す
。

【
ラ
ジ
オ
の
緊
急
災
害
情
報
】

　

市
で
は
災
害
時
、
ラ
ジ
オ
に
よ

り
緊
急
災
害
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
（
Ｆ
Ｍ
お
た
る　

・
３
Ｍ
Ｈ

７６

ｚ
）。

�
防
災
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
、
総
務
部
防
災
担
当
�
�
�
９

９
５
５
ま
で
。

洞
爺
丸
台
風
を
超
え
る
暴
風

　

日
本
海
を
北
上
し
た
台
風　

号
１８

の
コ
ー
ス
は
、
昭
和　

年
の
「
洞

２９

爺
丸
台
風
」
と
同
じ
コ
ー
ス
で
し

た
。　

号
の
最
大
瞬
間
風
速
は
、

１８

洞
爺
丸
台
風
の　

・
２
メ
ー
ト
ル

３７

を
超
え
、
午
前　

時　

分
に　

・

１１

２１

４４

２
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
降
水
量
は
８
日
の
一
日

で　

ミ
リ
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

１４

　

台
風
の
被
害
状
況
は
、
強
風
で

災
害
の
教
訓
を
明
日
へ

〜
台
風

号
の
残
し
た
も
の
〜

１８

台風１８号による
被害の概要
（９月１５日現在）

屋根トタンはく離…３８６件

物置、車庫等飛散… ６４件

屋根飛散 …１２２件

倒木、電柱倒壊等…４４２件

灯油タンク転倒 … ９件

その他、ガラスの破損等
…２５１件

避難所開設７カ所

（１２世帯、２５人収容）

日
本
全
国
に
猛
威
を
振
る
っ
た
台
風

号
に
よ
り
、

１８

先
月
８
日
、
小
樽
市
内
で
も
建
物
な
ど
に
多
く
の
被

害
が
で
ま
し
た
。
ま
た
、
停
電
に
よ
り
市
民
生
活
に

影
響
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
振
り
返
り
、
災

害
に
対
し
て
わ
た
し
た
ち
が
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を

考
え
ま
す
。

防災関係の連絡先
小樽市消防本部　　　　��９１３７
小樽警察署　　　　　　��０１１０
北海道電力�小樽支店　��１１１１
北海道ガス�小樽支店　��１５１１
小樽市水道局　　　　　��４１１１

９　平成１６（２００４）年１０月　広報おたる

倒壊した鱗友市場倒壊した 鱗  友 市場
りん ゆう

小樽公園の倒木

倒壊した鱗友市場倒壊した 鱗  友 市場
りん ゆう




